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自
性
寺

の

大

雅

菅

沼

貞

先
師
団
中
豊
蔵
先
生
が
か
つ
て
「
国
華
」
に
発
表
さ
れ
、
遺
著
「
日
本
美
術
の
研
究
」
に
お
さ
め
て
い
る
「
大
雅
纂
聞
」
の
う
ち
で
、
黄
栗
山
万
福
寺
と
高

野
山
遍
照
光
院
の
大
雅
筆
作
の
襖
絵
を
論
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
「
自
性
寺
（
明
和
元
年
甲
申
四
十
二
歳
の
作
）
は
我
そ
の
名
を
聞
い
て
、
実
蹟
に
接
せ
ざ
れ

そ
の
自
性
寺
の
大
雅
作
品
の
調
査
を
企
劃
し
て
、
今
年
七
月
下
旬
に
私
は
同
学
の
諸
君
と
共
に
、
北
九
州
一

円
の
古
美
術
を
あ
わ
せ
調
査
す
る
旅
に
出
た
。
そ
の
時
の
自
性
寺
調
査
の
概
要
を
、
乙
乙
に
記
し
て
お
乙
う
と
思
う
て
い
る
が
、
と
く
に
私
ど
も
が
自
性
寺
調

査
を
思
い
立
っ
た
動
機
は
、
先
師
の
示
唆
に
よ
る
と
と
ろ
も
あ
る
が
、
大
雅
研
究
の
基
準
と
な
る
べ
き
作
品
を
と
乙
に
見
出
す
た
め
に
、
撰
定
し
た
の
で
あ

ば
、
暫
く
こ
れ
を
措
く
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

る
。
先
師
の
論
及
さ
れ
た
万
福
寺
も
遍
照
光
院
も
、
と
も
に
大
雅
の
代
表
作
と
し
て
、
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
寺
院
の
障
壁
の
常
と
し
て
、
年

記
も
落
款
も
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
製
作
年
代
を
確
実
に
立
証
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
。
し
か
る
に
自
性
寺
の
襖
貼
付
の
も
の
に
は
、
数
種
の
落
款
印
章

を
有
し
、
う
ち
一
枚
の
書
中
に
は
、
年
記
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
要
視
し
た
た
め
で
あ
る
。
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近
年
芸
文
研
究
の
盛
な
る
に
つ
れ
て
、
わ
が
国
の
絵
画
に
関
す
る
図
録
の
刊
行
や
展
覧
会
の
開
催
が
自
に
た
つ
が
、
そ
れ
ら
に
接
す
る
ご
と
に
、
ま
ず
作
品

の
真
偽
の
鑑
別
に
つ
い
て
、
学
術
的
に
厳
正
な
る
検
討
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
や
否
や
す
こ
ぶ
る
疑
問
に
お
も
う
。
古
固
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
そ
の
作
品

の
も
つ
芸
衛
的
価
値
い
か
ん
を
重
視
す
べ
き
は
論
を
ま
た
ぬ
が
、
近
世
絵
画
に
お
い
て
は
、
高
名
の
画
家
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
偽
贋
作
が
お
び
た
だ
し
く
介

在
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
画
家
の
芸
術
上
の
価
値
を
正
し
く
論
評
す
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
画
家
の
正
真
正
銘
の
作
品
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
、
と
ん
だ
誤
謬

に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
に
近
世
絵
画
研
究
の
第
一
に
着
手
す
べ
き
は
、
作
品
の
厳
正
な
る
真
偽
鑑
別
に
存
し
て
い
る
と
考
え
る
。
大
雅
の
遺
作
品
に
つ
い

て
も
ま
た
同
様
で
、
乙
と
に
大
雅
は
偽
贋
作
の
多
き
こ
と
、
す
で
に
化
政
年
聞
に
お
い
て
、
竹
田
が
そ
の
著
「
山
中
人
鏡
舌
」
中
に
指
摘
し
て
い
る
ど
と
く
で

あ
る
。自

性
寺
に
の
こ
る
大
雅
作
品
は
、
乙
の
点
に
関
し
て
、
私
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
解
決
を
与
え
て
く
れ
る
か
、
そ
れ
を
考
慮
し
つ
つ
調
査
を
行
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
私
個
人
と
し
て
は
、
か
つ
て
昭
和
四
年
の
夏
に
九
州
旅
行
の
途
、
中
津
に
立
寄
り
自
性
寺
を
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
半
日
を
費
い
や
し
て
同

寺
の
書
院
内
を
巡
覧
し
て
、
一
々
の
作
品
に
つ
い
て
覚
書
を
と
り
な
が
ら
、
た
だ
従
来
の
説
に
従
っ
て
、
大
雅
の
筆
作
乙
れ
な
る
哉
と
心
の
う
ち
に
刻
み
乙
ん

だ
ま
ま
で
、
鑑
別
力
も
十
分
な
ら
ず
、
製
作
年
代
に
つ
い
て
の
考
慮
も
せ
ず
に
、
辞
去
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
今
回
自
性
寺
の
住
職
河
北
一
道
氏
の
高
配
に

よ
っ
て
、
審
さ
に
調
査
し
撮
影
す
る
乙
と
が
で
き
て
、
左
に
記
す
ご
と
き
所
感
を
え
た
の
で
あ
る
。

真
筆
で
あ
る
こ
と
を
、
私
ど
も
も
こ
の
目
で
み
て
、
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

現
存
の
自
性
寺
書
院
の
上
ノ
問
、
中
ノ
聞
の
襖
貼
付
の
書
画
あ
わ
せ
て
四
十
七
点
は
、
既
に
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
ど
う
か
た
な
き
大
雅
の

し
か
も
そ
の
中
に
淡
焦
の
墨
を
駆
使
し
て
、
見
事
に
描
成
し
た
葡
萄
図
の
ど
と

き
、
ま
た
墨
描
鮮
や
か
に
尖
葉
を
揮
漉
し
た
蘭
と
水
仙
図
の
ご
と
き
、
実
に
秀
抜
な
筆
致
に
目
を
止
め
た
の
み
か
、
上
ノ
聞
に
お
け
る
画
図
の
ご
と
き
は
、
古

人
の
い
う
逸
筆
飛
墨
を
も
っ
て
、
超
凡
に
し
て
潤
達
な
る
画
致
を
有
す
る
も
の
で
、
乙
れ
に
配
す
る
題
詩
の
大
字
の
草
書
体
の
墨
書
は
、
み
な
墨
痕
淋
滴
と
し

て
伸
暢
度
の
あ
る
筆
路
を
も
っ
て
い
る
。
乙
れ
ら
に
互
し
て
、
無
款
の
二
条
の
水
墨
山
水
図
は
、
と
も
に
峻
剛
な
山
容
を
、
自
在
暢
達
の
筆
致
で
描
成
し
た
も

の
で
、
画
致
ま
た
清
潤
の
気
が
た
だ
よ
う
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
画
と
も
に
大
雅
の
雅
懐
あ
る
風
韻
に
、
じ
か
に
接
す
る
思
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
上
ノ
間
襖

貼
付
の
寒
山
詩
の
墨
書
中
に
「
甲
申
冬
日
録
」
の
干
支
記
入
の
あ
る
乙
と
か
ら
、
従
来
同
寺
の
襖
絵
全
体
を
甲
申
即
ち
明
和
元
年
（
一
七
六
回
）
、

大
雅
四
十
二

歳
作
と
み
な
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
乙
の
年
は
恰
も
同
寺
住
職
の
禅
恕
、
提
州
和
尚
が
膏
山
に
つ
い
て
、
大
雅
夫
妻
を
伴
っ
て
来
寺
し
、
夫
妻
は
同
寺
に
滝
留



齢
数
十
日
間
（
も
し
く
は
三
年
間
）
闘
に
乗
じ
て
揮
一
揖
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

U
る
。
し
か
し
私
ど
も
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
襖
絵
全
体
を
同
年
作
と
認
定
す
る
こ
と

は
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
り
、
大
雅
夫
妻
の
来
遊
し
た
証
拠
と
し
て
、
上
ノ
間
脇
床
の

袋
戸
棚
の
小
襖
の
竹
図
を
玉
潤
描
く
と
伝
え
る
が

、

異
筆
と
思
わ
れ
こ
れ
ま
た
否
定

的
で
あ
る
。

私
ど
も
の
調
査
の
結
果
、
自
性
寺
の
襖
貼
付
の
書
画
は
全
般
的
に
み
て
、
細
か
く

分
け
れ
ば
五
種
別
に
な
る
が
、
大
別
す
れ
ば
凡
そ
三
種
類
に
分
っ
と
と
が
で
き
る
。

ま
ず
上
ノ
聞
に
お
け
る
画
図
、
高
士
観
月
、
海
濡
湧
深
、
松
下
高
士
、
漉
爆
出
峡
、

竹
裡
鼓
絃
な
ど
は
、
或
は
大
自
然
の
雄
、
揮
な
る
構
成
を
も
ち
、
或
は
大
気
清
幽
の
う

ち
に
逸
気
従
横
な
る
筆
格
を
示
し
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
落
款
を
み
る
に
、
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ふ
北
門
戸
】
ア
」

士
芯
ニ
＝
ロyt

「
震
樵
」、
印
記
に
白
文
方
印
（
方
一
・
九
糎
）
「
池無
名
印
」

（
池
字
の
偏
は
三
点

の
三
水
）
と
白
文
方
印
方
（
一
・
九
糎
）
「
三
岳
道
者
」
と
朱
文
長
方
形
印
「
前
身

相
馬
方
九
皐
」
の
三
頼
を
捺
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
題
詩
の
草
書
体
は
、

悠
然
と
し
た
滋
味
あ
る
筆
路
を
も
ち
、
高
雅
の
趣
を
帯
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
款
記

な
く
、
た
だ
朱
文
隷
書
体
角
印
（
竪
三
・
三
糎
、
横
三
・
五
糎
）
「
池
無
名
印
」
と

白
文
隷
書
体
角
印
（
竪
三
・
三
糎
、
横
三
・
五
糎
）

「
九
霞
山
人
」
の
二
顛
が
捺
し

て
あ
る
の
み
。
乙
れ
ら

上
ノ
聞
の
書
画
は
、

一
聯
を
な
す
も
の
と
し
て
、
製
作
の
期

は
略
同
一
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
中
ノ
聞
の
襖
貼
付
中
、
徐
文
長
の
詩
を
書
い
た
面

に
は
、
前
記
の
書
と
同
寸
同
印
の
「
池
無
名
印
」
と
「
九
震
山
人
」
の
外
に
前
記
の

画
図
中
に
み
る
と
同
印
の
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」
を
関
防
に
用
い
て
い
る
点
か
ら
、



〉
大
体
前
記
上
ノ
間
の
書
と
ほ
ぼ
期
を
一
に
準
ず

絃蹴
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

竹f‘
、

次
に
上
ノ
間
襖
貼
付
中
「
甲
申
冬
日
録
」
の

記
入
あ
る
寒
山
詩
は

中
形
の
行
書
体
に
な

り
、

筆
格
が
温
潤
で
あ
る
。
款
記
に
「
霞
樵

者
」
そ
の
下
に
印
文
抹
消
し
て
不
明
の
印
形

（
方
二
・
二
糎
）
を
有す
る
。
乙

れ
と
中
ノ
間

襖
貼
付
中
の
拾
得
詩
と
が
ほ
ぼ
同
一
の
行
書
体

に
な
り
、

款
記
は
同
じ
く

「
霞
樵
者」
と
署

し
、
そ
の
下
に
印
文
抹
消
し
て
不
明
の
二
印
を

つ
d

法
（
方
二
・

二
糎
）
で
あ
り
、

関
防
に
白
文
長
方
形
「
大
雅
」
を
用
い
て
い
る

。
な
お
中
ノ
閣
の
無
落
款
の
「
豊
干
対
虎
」
図
の
題
詩
の
書
も
亦
そ
の
書
体
を

有
し
、
そ
の
う
ち
一
印
は
、
前
記
と
同
形
同
寸

等
し
く
し
て
い
る
点
に
於
て
、
乙
の
三
者
は
ほ
ぼ
同
一
の
時
期
と
推
考
さ
れ
る
。
而
し
て
前
二
者
の
印
文
不
明
の
印
形
と
同
寸
法
の
印
を
、
余
他
の
諸
図
中
の

致
を
た
た
え
て
い
る
。
各
図
中
の
款
記
は
「
震
樵
」
そ
の
下
に
白
文
方
印
（
方
一・
九
糎
）

印
章
と
照
合
す
る

に
、
中
ノ
聞
の
画
図
の
中
、
牡
丹
図
、
白
梅
図
、
蘭
水
仙
図
の
各
図
は
、
と
も
に
淡
焦
の
墨
を
駆
使
し
て
、
布
置
を
整
え
て
、
佳
調
あ
る
画

「
三
岳
道
者
」
と
白
文
方印
（
方
二
・

二
糎
）
「池
無
名
印
」
（
池

山
詩
書
な
ど
と

、

字
の
偏
隷
書
体
の
三
水
）
が
捺
し
て
あ
る

。
乙
の
方
二
・

二
糎
の
白
文
方
印
「
池
無
名
印
」
を
有
す
る
点
に
お
い
て
、
前
記
「
甲
申
冬
日
録
」
の
記
入
あ
る
寒

一
聯
を
な
す
も
の
か
と
思
わ
る
。
乙
れ
に
準
ず
る

も
の
に
、
中
ノ

聞
の
葡
萄
図
が
あ
る
。
た
だ
し

款
記
の
「
霞
樵
」
と
白
文
方
印
「
三
岳
道

者
」
は
前
者
と
同
様
で
あ
る
が
、
他
に
隷
書
体
朱
文
角
印
（
竪
三
・

一
ニ
糎
、
横
三・
五
糎
）

「
池
無
名
印
」
を
捺
し
て
い
る
。

乙
れ
に
対
応
す
る
の
が
、
前
記

や
や
時
を
先
ず
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

徐
文
長
の
詩
書
で
あ
る
点
か
ら
、
乙

れ
ら
は

「
甲
申
」
年
記
ある

一
聯
の
作
品
よ
り
も
、
や
や
時
を
遅
れ
る
も
の
で
あ
り

、

前
記
上
ノ
閣
の
書
画
類
と
は
、



第
三
は
中
ノ
間
襖
貼
付
中
、
前
記
諸
図
に
比
す
れ
ば
、
粛
散
の
画
致
を
有
す
る
「
水
亭
釈
氏
」
図
は
、
款
記
に
「
無
名
」
そ
の
署
名
中
に
、
朱
文
方
印
「
玉

皇
香
案
史
」
を
鈴
し
て
い
る
。
そ
れ
と
疎
剛
の
墨
筆
で
、
戯
画
風
に
描
破
し
た
一
聯
の
図
の
中
に
、
「
施
餓
鬼
」
を
描
い
た
も
の
は
、
款
記
に
「
三
岳
道
者
」
、

印
記
に
白
文
連
印
「
無
名
」
「
貸
成
」
を
有
す
る
も
の
で
、
中
ノ
間
襖
貼
付
中
の
詩
書
の
中
に
、
「
三
岳
道
者
」
と
署
し
、
そ
の
下
に
白
文
連
印
「
無
名
」
「
貸

成
」
を
有
す
る
二
点
の
墨
書
と
と
も
に
、
ほ
ほ
同
時
期
に
製
成
さ
れ
た
も
の
か
と
思
う
。

竹
田
の
「
山
中
人
館
舌
」
中
に
「
池
翁
画
数
変
、
然
大
抵
有
て
三
種
（
其
一
布
置
穏
雅
、
歩
ニ
趨
古
人
（
署
日
二
ニ
岳
道
者
（
四
十
歳
前
後
筆
也
。
其
一
逸
筆

飛
墨
、
如
下
名
士
事
了
始
帰
ニ
林
下
（
葛
巾
野
服
行
散
自
由
か
至
ニ
蘭
竹
葉
石
（
歎
題
直
用
ニ
画
筆
（
字
与
ユ
花
葉
相
聯
綴
、
署
日
＝
震
樵
（
倶
為
ニ
晩
筆
－
也
。
」
と

あ
る
が
、
こ
の
製
作
時
の
三
区
分
を
も
っ
て
、
本
寺
の
諸
書
画
類
に
あ
て
て
、
製
作
時
を
推
考
す
れ
ば
、
ま
ず
款
記
に
コ
ニ
岳
道
者
」
と
署
し
、
印
記
に
「
無

名
Lー

「
貸
成
」
の
白
文
連
印
を
有
す
る
も
の
は
、
凡
四
十
歳
以
前
の
も
の
と
し
、「無
名
」
と
款
し
「
玉
皇
香
案
史
」
の
朱
文
方
印
を
有
す
る
は
、
そ
れ
ら
よ

り
や
や
早
期
に
属
す
る
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。

「
甲
申
冬
日
録
」
の
記
入
あ
る
寒
山
詩
書
と
同
形
同
寸
の
印
形
を
も
っ
、
諸
画
図
類
は
こ
れ
と
同
一
と
み
て
、

明
和
元
年
大
雅
四
十
二
歳
の
作
と
考
究
し
て
も
辻
棲
が
合
う
と
思
う
。
そ
う
し
て
逸
筆
飛
墨
を
も
っ
て
、
葛
巾
野
服
を
着
し
た
高
士
を
描
出
し
た
上
ノ
聞
の
諸
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図
は
、
款
記
に
「
震
樵
」
と
署
し
、
白
文
方
印
「
三
岳
道
者
」
と
白
文
方
印
「
池
無
名
印
」
と
朱
文
長
方
形
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」
の
遊
印
と
を
有
す
る
点

は
、
大
雅
の
晩
筆
に
な
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

伴
蕎
援
が
そ
の
著
「
近
世
崎
人
伝
」
の
中
で
、
大
雅
を
評
し
て
「
為
人
粛
散
、
寵
辱
を
も
て
心
を
お
ど
ろ
か
さ
ず
、
善
く
物
と
化
し
て
、
有
も
合
し
志
を

ま
ど
は

江
川
さ
ず
、
外
疎
放
に
し
て
内
実
修
、
人
と
交
り
て
謙
遜
（
損
）
し
、
し
か
も
お
も
ね
ら
ず
、
礼
法
に
簡
に
し
て
、
往
べ
く
し
て
往
か
ず
、
答
ふ
べ
く
し
て
答
へ

ず
、
是
を
義
に
か
へ
り
み
れ
ば
、
い
ま
だ
か
つ
て
失
ふ
と
乙
ろ
あ
ら
ず
、
恵
み
て
望
ま
ず
、
廉
に
し
て
や
ぶ
ら
ず
、
其
取
予
得
失
に
お
い
て
悟
如
た
り
、
平
生

行
事
多
く
人
の
不
意
に
出
づ
、
是
に
於
て
崎
人
の
目
あ
り
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
心
境
の
噴
澗
な
る
乙
と
禅
者
の
風
格
を
思
わ
せ
る
。
な
お
「
近
世
崎
人
伝
」

に
は
、
次
の
ご
と
く
伝
え
て
い
る
。

「
三
歳
初
め
て
書
を
為
す
、
五
歳
書
を
善
く
す
、一
日
黄
果
に
至
り
、
堂
頭
千
呆
禅
師
に
謁
し
、
席
上
大
糖
書
を
な
す
、

禅
師
深
く
奇
と
し
謁
を
賜
ひ
、
寺
中
の
大
衆
も
ま
た
詩
を
賦
し
て
是
を
賞
す
」
と
。
こ
の
よ
う
に
大
雅
は
幼
に
し
、
こ
の
禅
林
に
知
ら
れ
た
の
み
か
、
長
じ
て

そ
の
方
丈
に
唐
土
西
湖
の
風
光
を
画
い
て
、
大
鵬
和
尚
（
十
五
世
）
の
賞
讃
を
博
し
た
こ
と
、
藤
原
家
孝
の
「
落
栗
物
語
」
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
大
雅

と
黄
葉
禅
林
と
の
聯
関
は
、
書
面
の
道
に
お
い
て
浅
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
当
時
の
黄
葉
の
禅
風
は
、
隠
元
以
来
の
中
国
直
伝
の
黄
緊
宗
は
す
た
れ
て
、



た
だ
読
経
に
際
し
呉
音
を
以
っ
て
す
る
外
は
、
白
隠
の
唱
道
に
か
か
る
臨
済
禅
を
入
れ
て
、
そ
れ
が
現
時
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
大
雅
に
お

い
て
そ
の
参
禅
弁
道
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
白
隠
に
師
事
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

白
隠
は
貞
享
二
年
ハ
一
六
八
五
）
十
二
月
、
駿
河
国
原
駅
に
生
れ
、
十
五
歳
同
地
松
蔭
寺
で
薙
髪
し
て
慧
鶴
と
称
し
、
の
ち
諸
国
を
行
脚
し
て
、
信
濃
飯
山

に
至
り
、
正
受
老
人
よ
り
鉛
鎚
を
う
け
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
三
十
三
歳
で
松
蔭
寺
に
晋
山
し
た
。
翌
年
妙
心
寺
第
一
座
に
転
じ
て
白
隠
と
号
し
た
、
そ

う
し
て
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
歳
四
十
二
の
秋
七
月
、
一
夜
法
華
経
を
読
み
、
誓
時
品
に
至
り
、
虫
声
を
聞
い
て
斡
然
と
大
悟
し
、
法
華
深
甚
の
妙
理
に

契
当
し
た
。
の
ち
松
蔭
寺
に
僧
堂
を
建
て
て
、
大
衆
に
講
説
し
た
。
参
集
す
る
も
の
時
に
七
百
人
を
超
え
た
と
い
う
。
幾
多
の
竜
象
を
出
し
て
、

明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
十
二
月
八
十
四
歳
、
松
蔭
寺
で
示
寂
し
介
。
臨
済
の
宗
門
に
お
い
て
、
大
燈
国
師
以
来
不
出
世
の
法
器
と
し
て
、
そ
の
聖
名
は
天
下
に
知
れ
渡

っ
て
い
た
。

「
白
隠
慧
鶴
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
「
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
師
六
十
七
歳
の
春
、
岡
山
小
林
寺
に
赴
き
、
帰
路
平
安
城
を
過
ぎ
世
継
氏
に
館
す
、

池
大
雅
来
参
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
雅
二
十
九
歳
の
時
、
白
隠
に
参
じ
、
こ
れ
以
後
に
お
い
て
白
隠
に
つ
い
て
弁
道
し
、

「
耳
宣
得
聞
隻
手
響
、
耳
能
没

了
尚
存
心
、
心
能
没
了
尚
難
得
、
却
識
師
思
不
識
深
。
」
と
い
う
備
を
呈
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
雅
の
書
画
に
お
い
て
、悠
然
と
し
て
潤
達
な
風
韻
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を
、
帯
び
て
い
る
所
以
は
、
彼
が
白
隠
に
師
事
し
て
得
た
、
禅
の
真
意
が
深
く
蔵
し
て
い
る
乙
と
も
ま
た
思
う
べ
き
で
あ
る
。
本
寺
の
諸
画
の
う
ち
に
、
超
俗

の
高
士
を
描
き
、
寒
山
詩
や
禅
林
句
集
よ
り
抜
翠
し
て
墨
書
し
て
い
る
は
、
禅
寺
院
の
た
め
の
も
の
と
は
い
え
、
大
雅
の
風
懐
に
、
白
隠
の
禅
風
が
ひ
そ
み
お

る
乙
と
を
、
端
的
に
示
顕
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
大
雅
の
作
品
が
い
か
に
し
て
、
九
州
の
一
角
、
中
津
の
自
性
寺
に
遺
存
し
て
い
る
か
、
そ
の
素
因
と
な
る
べ
き
も
の
を
、
探
索
し
て
み
る

と
、
ま
ず
自
性
寺
に
は
数
幅
の
白
隠
の
筆
に
な
る
、
書
画
類
が
遺
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
幅
に
、
同
寺
開
山
梅
心
和
尚
の
画
像
が
介
在
し
て
い
る
。
画
中

の
賛
文
の
末
節
に
「
武
臣
梅
田
伝
二
撃
真
、
踏
入
鵠
林
草
車
、
展
開
面
白
厳
令
、
是
阿
誰
自
性
開
山
正
円
正
覚
梅
心
宗
銭
禅
師
大
和
尚
。
宝
暦
第
七
丁
丑
歳
中

春
佳
辰
、
現
沙
羅
樹
下
位
香
九
拝
書
、
白
隠
曳
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
乙
れ
に
よ
れ
ば
梅
田
伝
二
（
即
ち
豊
前
中
津
藩
奥
平
家
臣
、
梅
田
伝
二
左
衛
門
）
が
お



そ
ら
く
江
戸
下
向
か
、
も
し
く
は
帰
藩
に
際
し
、
道
中
の
駿
河
国
原
駅
の
鵠
林
草
萱
（
現
松
蔭
寺
〉
に
白
隠
を
尋
ね
て
、
奥
平
藩
の
菩
提
所
で
あ
る
自
性
寺
の

当
時
の
住
職
、
祖
山
和
尚
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
開
山
梅
心
和
尚
の
画
像
の
筆
作
を
懇
望
し
た
も
の
が
、
宝
暦
七
年
二
月
に
出
来
上
っ
た
乙
と
を
、
示
す
も
の
で

あ
る
。
祖
山
和
尚
の
次
の
世
代
は
、
十
二
世
提
洲
和
尚
で
あ
る
。
提
洲
の
閲
歴
は
「
近
世
禅
林
僧
宝
伝
」
上
巻
に
左
記
の
ご
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
原
文
漢

文
）
「
師
は
伯
州
の
人
、
天
資
頴
敏
で
、
学
は
内
外
を
綜
べ
、
外
典
は
た
だ
易
に
お
い
て
未
だ
通
ぜ
ず
、
因
っ
て
江
戸
に
行
き
て
儒
者
に
つ
き
、
之
を
質
さ
ん

と
欲
し
、
路
に
鵠
林
の
門
を
歴
る
を
以
っ
て
、
他
の
為
に
天
下
の
大
宗
匠
た
り
、
因
り
て
入
っ
て
之
に
見
ゆ
。
林
日
く
汝
は
固
よ
り
何
処
に
行
く
か
、
師
日
く

そ
れ
が
し
き
と

江
戸
、
日
く
何
の
為
か
、
日
く
某
外
典
を
よ
み
未
だ
易
理
を
暁
ら
ず
、
将
に
儒
に
つ
い
て
之
を
講
習
せ
ん
と
す
。
林
日
く
易
は
之
れ
理
と
為
す
な
り
、
有
く
も

見
性
の
力
な
く
ば
、
則
ち
解
く
能
わ
ず
、
汝
は
且
ら
く
此
聞
に
留
ま
り
以
て
、
見
性
を
図
る
べ
し
。
汝
見
性
せ
ば
我
汝
の
為
に
易
を
講
ぜ
ん
。
師
日
く
唯
命
、

此
に
於
て
控
搭
し
、
孜
々
参
究
す
、
果
し
て
見
性
の
大
事
を
了
せ
り
。
遂
に
之
に
服
侍
す
る
乙
と
十
余
年
、「
荊
叢
毒
薬
」
を
編
成
し
、
の
ち
に
豊
前
自
性
寺

に
住
し
、
大
に
炉
輔
を
聞
き
後
学
を
鍛
錬
し
太
厳
に
号
命
し
凡
そ
衆
に
接
す
る
に
、
唯
ι・
率
の
三
関
を
以
て
す
。
未
だ
い
く
ば
く
も
な
ら
ず
し
て
、
最
化
、
愚

漢
、
行
応
、
海
門
、
芝
山
、
松
山
輩
は
皆
師
の
鉛
鎚
を
受
け
た
り
。
」
と
か
く
て
自
性
寺
は
白
隠
門
下
の
九
州
に
お
け
る
、
最
初
の
道
場
と
な
っ
た
。

伯
番
国
に
生
れ
た
提
洲
が
、
豊
前
国
中
津
の
自
性
寺
の
住
持
と
な
っ
た
の
は
、
奥
平
藩
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
梅
田
伝
二
左
衛
門
あ
た
り
が
、
さ
き
に
自
性
寺-116-

開
祖
の
画
像
を
、
白
隠
に
そ
の
筆
作
を
懇
望
し
た
乙
と
か
ら
、
自
性
寺
住
持
祖
山
の
後
継
者
を
、
白
隠
に
依
頼
し
た
の
で
、
服
侍
す
る
こ
と
十
余
年
師
の
「
荊

叢
毒
薬
」
を
編
成
し
た
揚
洲
が
師
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
本
寺
に
迎
え
ら
れ
た
か
と
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
「
金
剛
山
自
性
寺
記
録
」（
同
寺
蔵
筆
写
本
）
に
よ

れ
ば
「
第
十
二
世
提
洲
和
尚
は
宝
暦
十
四
甲
申
歳
（
一
七
六
四
）
十
月
、
自
性
寺
住
職
と
な
り
、
明
和
二
乙
酉
歳
（
一
七
六
五
）
三
月
に
転
位
し
た
。
安
永
四

年
、
本
堂
を
再
建
し
、
同
七
年
（
一
七
七
八
）
五
月
八
日
に
自
性
寺
で
遷
化
し
た
。
周
年
に
客
殿
の
晋
請
が
完
成
し
た
。
」
と
あ
る
。

大
雅
と
提
洲
と
の
交
宜
は
、
同
じ
く
白
隠
の
傘
下
に
い
た
も
の
と
し
て
、
師
を
介
し
て
の
交
道
か
と
推
せ
ら
れ
る
。
大
雅
が
初
め
て
富
士
山
に
登
っ
た
の

は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
二
十
六
歳
の
時
に
、
江
戸
に
遊
び
、
そ
の
途
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
の
ち
宝
暦
十
年
（
一
七
六
O
）
三
十
八
歳
の
時
に
、
高
芙

蓉
、
韓
大
年
と
共
に
、
白
山
、
立
山
、
戸
隠
山
、
浅
間
山
に
上
り
、
荒
舟
山
及
富
士
八
級
に
至
る
。
（
莱
霞
堂
襟
録
所
収
、
大
雅
堂
年
譜
に
よ
る
）
翌
十
一
年

六
月
に
も
、
富
士
に
登
り
遠
州
秋
葉
山
や
三
州
蓬
莱
寺
山
に
参
詣
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
幾
度
か
の
富
士
登
山
の
往
路
か
、
帰
路
に
お
い
て
、
大
雅
は
山

麓
の
原
駅
松
蔭
寺
に
よ
っ
て
、
白
隠
に
参
じ
そ
の
侍
者
提
洲
に
遭
う
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
と
に
前
記
白
隠
の
「
荊
叢
毒
薬
」
を
提
州
が
編
成



し
刊
行
し
た
の
は
、
宝
暦
八
戊
寅
年
（
一
七
五
八
）
秋
八
万
の
こ
と
で
、
乙
れ
の
序
文
は
明
和
六
年
己
丑
（
一
七
六
九
）
六
月
八
日
付
の
大
雅
の
書
を
そ
の
ま

ま
、
木
版
に
お
乙
し
て
い
る
の
で
白
隠
提
洲
大
雅
の
三
者
の
交
道
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
自
性
寺
の
襖
貼
付
の
書
画
類
は
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
密
な
る
交
道
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
乙
れ
に
関
す
る
根
本
文
献
と
目
せ
ら
れ
る
、「
提
洲
日
記
」
六
冊
が
自
性
寺
に
遺
存
し
て
い
る
。
乙

の
提
洲
日
記
の
中
か
ら
、
大
雅
に
関
す
る
記
事
と
、
同
寺
普
請
に
つ
い
て
の
記
事
を
拾
い
読
み
す
れ
ば
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

同
日
記
中
、
大
雅
に
関
す
る
記
事
は
三
ケ
所
に
見
出
さ
れ
る
。
第
一
は
明
和
四
丁
亥
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月
七
日
、（
大
雅
四
十
五
歳
）
桑
吉
（
京
師
）

よ
り
大
雅
画
来
る
と
あ
る
。
第
二
は
明
和
六
己
丑
年
（
一
七
六
九
）
二
月
十
一
日
、
雲
州
永
徳
へ
状
出
す
、
大
雅
扇
二
本
遣
す
と
あ
る
。
そ
う
し
て
第
三
は
明

和
七
庚
寅
年
（
一
七
七O
）
正
月
十
七
日
、
藩
主
奥
平
公
が
御
仏
参
の
瑚
、
白
隠
の
画
種
々
と
大
雅
の
画
と
あ
わ
せ
て
、
提
洲
自
身
の
画
を
御
覧
に
入
れ
た
と
あ

る
。
こ
れ
ら
三
ケ
所
の
記
事
で
は
、
大
雅
作
品
の
製
作
期
を
規
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
自
性
寺
襖
貼
付
の
書
中
に
、
甲
申
即
明
和
元
年
（
大
雅
四
十

二
歳
）
の
年
記
の
書
入
時
よ
り
、
三
年
後
に
お
い
て
京
の
桑
吉
な
る
も
の
か
ら
、
大
雅
の
画
が
も
た
ら
せ
来
る
と
あ
る
乙
と
は
、
自
性
寺
の
襖
貼
付
の
書
画
の

全
部
は
、
少
く
と
も
、
大
雅
の
一
時
期
（
従
来
の
甲
申
説
）
に
限
定
し
得
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
、
京
よ
り
同
寺
に
届
け
ら
れ
た
乙
と
が
知
ら

れ
る
。
な
お
本
寺
の
建
物
の
普
請
な
ど
に
つ
い
て
、
提
洲
日
記
の
記
事
を
検
す
る
に
、
明
和
四
了
亥
九
月
廿
三
日
、
仮
僧
堂
成
就
と
あ
り
、
同
年
十
一
月
九
日-117-

に
は
普
請
始
る
と
あ
る
。
な
お
明
和
七
庚
寅
年
（
一
七
七
O
）
五
月
三
日
、
禅
堂
続
足
の
地
形
と
あ
り
、
周
年
同
月
七
日
、
昼
よ
り
雨
、
禅
堂
建
か
か
る
。
夜

大
雨
（
中
略
）
屋
根
葺
、
上
人
来
る
。
七
ツ
迄
に
葺
仕
、
な
ど
と
あ
る
。
そ
う
し
て
明
和
九
壬
辰
（
一
七
七
二
）
十
二
月
十
五
日
「
タ
九
ツ
時
殿
町
失
火
に
際

客
殿
の
戸
障
子
と
あ
る
の
が
目
に
と
ま
る
。
ま

し
、
客
殿
庫
裡
戸
障
子
は
づ
す
こ
と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
接
に
普
請
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
が
、

た
安
永
四
乙
未
年
（
一
七
七
五
）
に
本
堂
再
建
、
周
年
十
二
月
二
十
三
日
入
仏
式
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
提
洲
日
記
中
、
普
請
に
関
す
る
記
事
は
お
わ
っ
て
い
る

が
、
自
性
寺
の
現
書
院
は
安
永
七
戊
成
年
に
落
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
然
る
に
周
年
五
月
に
は
提
洲
和
尚
が
遷
化
し
、
そ
れ
よ
り
二
年
前
の
安
永
五
丙

申
年
四
月
十
一
日
に
大
雅
が
五
十
四
歳
で
残
し
た
。
上
記
し
た
よ
う
に
、
自
性
寺
の
普
請
は
明
和
四
年
十
一
月
よ
り
始
め
ら
れ
、
明
和
七
年
五
月
の
禅
堂
、
安

永
四
年
の
本
堂
、
と
次
々
に
建
造
さ
れ
、
安
永
七
年
に
書
院
の
落
成
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
大
雅
な
き
あ
と
で
あ
っ
た
。
現
に
こ
の
書
院
の
襖
貼
付
大

雅
筆
作
に
か
か
る
書
画
四
十
七
点
は
、
或
は
提
洲
の
若
き
乙
ろ
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
或
は
提
洲
の
普
山
式
を
賀
す
た
め
に
、
或
は
新
築
の
諸
堂
を
装
飾

す
る
た
め
に
、
幾
度
か
に
百
一
っ
て
、
京
師
よ
り
送
り
来
っ
た
も
の
が
、
集
大
成
さ
れ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



最
後
に
こ
れ
ら
自
性
寺
に
遺
存
す
る
大
雅
作
品
を
通
観
し
て
み
る
に
、
遍
照
や
黄
渠
な
ど
に
の
乙
る
、
雄
揮
の
筆
端
に
な
る
大
画
面
に
比
す
べ
き
も
の
で
な

く
、
ま
た
十
便
の
ご
と
く
滋
味
あ
ふ
る
る
佳
品
に
互
す
べ
き
も
の
と
は
い
い
が
た
い
が
、
大
雅
の
或
は
三
十
年
代
、
或
は
四
十
年
代
ま
た
は
晩
年
に
至
る
聞
に

亘
っ
て
、
法
友
提
洲
の
た
め
に
、
無
門
の
関
を
破
り
、
お
の
れ
が
胸
襟
を
開
い
て
語
る
か
の
よ
う
に
、
自
由
潤
達
に
揮
毒
し
去
っ
た
と
こ
ろ
に
、
興
趣
の
尽
き

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
九
六
二
・
九
）

ぬ
も
の
が
存
し
て
お
り
、
且
つ
一
部
に
年
記
を
有
し
、
大
部
分
の
書
画
に
、
正
し
き
落
款
が
伴
う
て
い
る
こ
と
も
、
大
雅
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
る
史
料
と
い

ハ
書
院
平
面
図
〉

左
記
の
調
査
記
録
は
、
同
行
の
八
代
講
師
、
中
野
助
手
、
大
学
院
の
森
山
、
高
野
、
及
び
加
藤

諸
君
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
挿
図
写
真
は
森
山
君
の
労
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
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調
査
記
録

ま

自
性
寺
の
書
院
は
、
東
西
に
わ
た
っ
て
十
畳
二
周
と
四
畳
一
間
と
の
三
室
よ
り
な
り
、
南
側
に
茶
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
大
雅
の
作
品
は
、
十
畳
の
二
聞
の
襖
と
板
戸
、
西

側
と
北
側
と
に
続
ぐ
る
濡
縁
の
雨
戸
の
裏
に
も
及
ん
で
、
都
合
二
十
七
面
の
中
に
、
四
十
七
点
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
状
態
を
書
院
二
間
ハ
仮
称
上
ノ
問
、

中
ノ
間
）
の
平
面
略
図
に
よ
っ
て
、
番
号
を
入
れ
て
示
せ
ば
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

上
ノ
間

ω

高
士
観
月
図

淡
彩
竪
一
三
O
糎
、
横
五
三
糎

款
記
「
霞
樵
」
白
文
方
印
（
方
一
・
九
糎
〉
「
池
無
名
印
」
（
池
字
偏
三
点
ノ
三
水
）
。
白
文
方
印
（
万
一
・
九
糎
）
「
三
岳
道
者
」
。
朱
文
長
方
形
印
「
前
身
相
馬
方
九

皐
」
〈
遊
印
）

題
詩行

書
竪
一
二
九
糎
、
横
五
三
糎

「
賂
路
姻
開
江
月
出
」

無
款
。
朱
文
角
印
（
竪
コ
了
三
糎
、
横
三
・
五
糎
）
「
池
無
名
印
」
。
白
文
角
印
（
竪
三
・
三
糎
、
横
三
・
五
糎
〉
「
九
霞
山
人
」
。

題
詩行

書
竪
一
三
一
糎
、
横
五
二
・
四
糎

「
草
堂
門
掩
海
涛
深
」

朱
文
角
印
ハ
ω
ト
同
寸
）
「
池
無
名
印
」
。
白
文
角
印
（ω
ト
同
す
）
「
九
霞
山
人
」
。

海
祷
涌
深
図

淡
彩
堅
一
一
ニ
0
・
六
糎
‘
横
五
二
・
三
糎

款
記
「
霞
樵
」
白
文
方
印
（
ω
ト
同
寸
）
「
池
無
名
印
」
。
白
文
方
印
ハω
ト
同
す
）
「
一
ニ
岳
道
者
」
。
朱
文
長
方
形
印
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」
ハ
遊
印
）

A
渓
山
深
秀
図

墨
画
竪
一

無
款
無
印

B

題
詩

草
書
竪
一
三
一
糎
、
横
五
三
糎

「
飲
澗
簾
喧
隻
派
水
」

朱
文
角
印
ハ
ω
ト
同
す
）
「
池
無
名
印
」
。
白
文
角
印
ハω
ト
同
寸
）
「
九
霞
山
人
」

A
松
下
高
士
図

包）(3) (4) (5) (6) 
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朱
文
長
方
形
印

印
文
抹
消

遊
印

(7) 

A
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っ
“

(9) (lo) 制



淡
彩
竪
三

二
・
二
糎

、

横
五
三
・

二
糎

款
記
「箆
樵
」
、
白
文
方
印

（ω
ト

同
寸
）
「
池
無
名
印
」。
白
文
方
印

（ω
ト

同
す
）
「
一
一
一
岳
道
者
」
朱
文
長
方
形
印

「印
文
抹
消
」
（遊
印
）

題
詩隷

書
竪

一
三
0
・
七
糎

、

横
五
三
・
三
糎

「乗
松
風
今
鼓
瑠
莱
」

無
款
。
朱
文
角
印
〈
仰
ト

同
寸
）
「
池
無
名
印
」。

白
文
角
印
（
ω
ト
同
寸
）
「
九
霞
山
人
」

同中
ノ
間

同

富
貴
国
色
図

（
牡
丹
）

墨
画
竪

一
三
一
了
七
糎
’
横
五
七
・

八
糎

款
記
「震
樵
」
。
白
文
方
印
（
ω
ト

同
す
）
「
一
二
岳

道
者
」
。
白
文
方
印
（
方
二・
二
極
）
「池
無
名
印
」

（池
字
偏
隷
書
体
三
水
）

A
題
詩

草
書
竪

二
一
四
・
八
程

、

横
二
八
・

五
極

三
口
吸
尽
西
江
水
」

無
款

無
印

B

寒
山
詩

草
書

竪

一
二
五
・

三
糎

、

横
二
八
・
四
糎

「世
有
多
事
人

、

広
学
諸
知
見
、
不
識
本
真
性

、

与
道
転
懸
遠
、

若
能
明
実
相

、

室
用
陳
虚
願
、
一

念
了
用
心
、
閲
仏
之
知
見
」。

徐
文
長
詩

行
書
竪

一
三
一
一了
四
糎

、

横
五
八
・

四
糎

「
緯楠
篭
頭
五
尺
長

、

吹
鮪
弄
玉
別
成
粧

、

不
知
何
事
牧
如
此
、
一
道
瑠
天
白
鳳
皇
。

」

無
款

、

朱
文
角
印

（ω
ト

同
す
）
「池
無
名
印
」。
白
文
角
印
（
ω
ト
問
寸
）
「
九
震
山
人
」。
朱
文
長
方
形
印

「前
身
相
馬
方
九
皐
」o

A
波
狙
把
月
図

墨
画
竪
六

二
・
五
糧

、

横
二
七
・
七
盟
。

午4同G母
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制

無
款
無
印

B
江
上
村
舎
図

墨
画
竪
五
六
・
三
糎
、
横
二
七
・
六
糎
。

無
款
、
無
印

C
題
詩

草
書
堅
一
一
ニ
O
糎
、
横
二
八
・
五
糎

「
古
木
枝
栴
少
、
枯
来
復
幾
春
、
露
根
堪
繋
馬
、
空
腹
定
蔵
人
、
彊
頁
葺
苔
老
、
遺
鏡
罷
彊
新
、
若
当
江
浦
上
、
行
客
祭
為
神
」
、

款
記
「
三
岳
道
者
書
」
白
文
連
印
「
無
名
」
「
貸
成
」
。

A
題
詩

草
書
竪
一
三
一
一
了
六
糎
、
横
二
八
・
七
糎

「
渓
路
畑
消
江
月
出
、
草
堂
門
掩
海
涛
深
」

款
記
「
九
霞
」
白
文
連
印
「
無
名
」
「
貸
成
」

B
徐
文
長
詩

草
書
竪
三
三
一
了
三
糎
、
横
五
八
・
二
糎

「
惜
歯
孤
芳
圧
俗
姿
、
不
堪
復
写
払
雲
枝
、
従
来
万
事
嫌
高
格
、
莫
怪
栴
花
着
地
垂
」
。

無
款
、
朱
文
角
印
〈
ω
ト
同
寸
）
「
池
無
名
印
」
。
白
文
角
印
（
仰
ト
同
す
〉
「
九
霞
山
人
」
。
朱
文
長
方
形
印
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」
。

播
幹
香
雪
図
（
白
梅
〉

墨
画
竪
一
三
三
・
七
糎
、
横
五
八
・
一
糎

款
記
「
霞
様
」
、
白
文
方
印
（ω
ト
同
す
）
「
三
岳
道
者
」
、
白
文
方
印
ハ
帥
ト
同
す
）
「
地
無
名
印
」
。

B

題
詩

行
書
竪
一
一
て
九
糎
、
横
二
八
・
ニ
糎

三
条
寒
柄
是
生
涯
」

無
款
、
無
印

A
題
詩

行
書
竪
六
回
・
六
糎
、
横
二
八
・
二
糎

「
碧
膿
高
枕
月
、
寒
雲
静
鎖
楼
」

無
款
、
無
印

B

豊
干
対
虎
図

墨
画
竪
六
三
糎
、
横
二
八
・
二
糎

(1B) 倒

（
関
防
）

ヮ
“

つ
臼



帥

無
款
、
無
印

C
徐
文
長
詩

草
書
堅
一
三
三
・
五
糎
、
横
五
八
・
二
糎

「
数
串
明
珠
桂
水
清
、
酔
来
将
墨
写
能
成
、
当
年
何
用
相
如
壁
、
始
換
西
秦
十
五
城
」

無
款
朱
文
角
印
（

ω
ト
同
寸
〉
「
池
無
名
印
」
、
白
文
角
印
ハ
仰
ト
同
す
）
「
九
霞
山
人
」
、
朱
文
長
方
形
印
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」
ハ
関
防
）

A
醍
醐
紫
房
図
ハ
葡
萄
）

墨
画
竪
一
一
三
ニ
糎
、
横
五
七
・
二
糎

款
記
、
「
震
樵
」
、
白
文
方
印
（
ω
ト
同
す
）
「
一
ニ
岳
道
者
」
、
朱
文
角
印
ハ
仰
ト
同
寸
）
「
池
無
名
印
」

題
詩行

書
堅
一
二
七
・
三
糎
、
横
二
七
・
六
糎

「
月
在
青
天
水
在
瓶
」

無
款
、
無
印

A
柳
宗
元
詩

草
書
竪
一
三

O
糎
、
横
二
八
・
二
糎

「
驚
風
乱
鴎
芙
蓉
水
、
密
雨
斜
侵
醇
嘉
塘
」
、

無
款
、
無
印

B

寒
山
詩

草
書
竪
一
三

0
・
四
糎
、
横
二
八
・
六
糎

「
我
見
多
智
漢
、
終
日
用
心
神
、
岐
路
運
嘩
羅
、
欺
慢
一
切
人
、
唯
作
地
獄
津
、
不
修
正
直
因
、
忽
然
無
常
至
、
定
知
乱
紛
々
、

無
款
、
無
印

蘭
仙
同
床
図
（
蘭
水
仙
）

墨
画
竪
一
三
三
・
三
糎
、
横
五
七
・
八
糎

款
記
「
霞
樵
」
白
文
方
印
ハω
ト
同
寸
）
「
三
岳
道
者
」
白
文
方
印
ハ
伺
ト
同
寸
）
「
池
無
名
印
」

寒
山
詩

行
書
竪
＝
＝
了
二
糎
、
横
二
八
・
ニ
糎

「
井
底
紅
塵
生
、
高
山
起
波
浪
、
石
女
生
石
児
、
亀
毛
寸
々
長
、
欲
寛
菩
提
路
、
但
看
此
勝
様
」
、

款
記
「
震
樵
者
」
印
文
沫
消
二
印
、
白
文
方
長
形
印
「
大
雅
」
ハ
関
防
）

B
題
詩

草
書
竪
六
五
・
五
糎
、
横
二
八
・
四
糎
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B 位目凶倒



凶

A C B A C B A 徐 C
牽無墨赤款墨施無墨渓無墨ー無墨釈無墨岩無百草文款淡水無孟

墨牛款画壁記画餓款画路款画望款圃迦款画頭款是書長記彩亭款墨
画花、前「鬼、雨、松、 、、望究詩「釈霊

竪図無竪遊三竪図無竪行無竪正無竪鬼無竪月朱音竪 無竪氏無腎

奇 印天更量元 印え図印え図印元図印え図斉喜三 宅奈図印言
抹者・ ・ 糎 糎 糎印交三＆ ·~ 

四 六消写五 二 、 、 、，.....， ··，・ くむこ 」L

樫 時甚意糎 糎 横 横 横（2）畑六会理
五五六ト J 糎

横 横）白横 横九 五 O 同点、印横 李
二 五日五 五檀 ・ 糎す川横「－ ~ 
八八道九六 回 ）曽五玉天 吟

「着皇入 主印桓夫 ;¥ 

糎糎 2 極 努々四警糎警
芝 自湘糎と
」.... 71< 

湘
白波
文 接
方基
印 峡
〆「、

(2）品
ト足

早等
、J -L  

「作
九行
震雲
山 h
人
'-

朱
文
長
方
形
印
ー「

前
身
相
馬
方
九
皐
'-

f句、

関
防
、J
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岡同

間

A
に
つ
づ
く

無
款
、
無
印

B

幽
意
図

墨
画
竪
六
一
・
二
糧
、
横
二
九
・
三
糎

無
款
、
無
印

C

秋
山
落
木
図

墨
画
竪
八
五
・
八
糧
、
横
二
八
・
八
橿

無
款
、
無
印

「
貸
成
」

間


